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研究成果の概要（和文）：本研究では、熟達者同士がお互いの活動を観察すること、熟達者と初心者・中級者が
お互いの活動を観察すること、熟達者同士が言語的交流を行うこと、熟達者と初心者・中級者が言語的交流を行
うことによりいかなる学びや表現の探索が生じるかをフィールドワークや準実験等により検討した。結果、熟達
者同士では観察や言語により、互いの表現や表現における観点の共有が生じること、共有された表現の一部を抽
出・変化させることで表現の探索が促されることが示唆された。また、熟達者と初心者・中級者間では、観察や
言語による表現の共有を通して初心者の学びが促されること、観点の共有により熟達者の表現探索も促進されう
ることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study has investigated the process of collaborative learning and 
expertise development in the art domain. We selected the street dance as the target domain and 
investigated the interaction process among multiple experts and that among experts and 
intermediates/novices. The results suggested that the expert dancers shared their expressions and 
essential features of their expressions through the observation and communication with other 
experts. The experts developed their unique expressions by focusing on the attractive features of 
expressions of other experts. Also, through observation and communication with experts, the 
novice/intermediates could facilitate the learning of expressions. The experts also developed their 
original expressions by focusing on the unique features of expressions of novices/intermediates. The
 collaboration with other dancers in multi-level facilitated the processes of learning and expertise
 development in the art domain.

研究分野：教育心理学、認知科学

キーワード： 教授法　学習　熟達　芸術表現　表現教育　協働学習　観察学習　ダンス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、既存の熟達理論（deliberate practice）が十分に適用出来ない創造活動・芸術表現領域にお
ける学習・熟達過程の一部を説明するものと考えられる。特に他者とのいかなる関わりを経て学び・熟達が生じ
るか、その特徴を示した知見は、上記領域における学習・熟達を促す要因を同定した点で学術的意義を有するだ
ろう。また、近年では創造性・協調能力の育成を目指し、芸術表現の授業・ワークショップが学校教育や美術
館・企業において盛んに取り入れられつつある。本研究の知見は、以上の取り組みにおいて参加者の創造や学び
を育成・促進する要素やデザインの基盤を提供する点で社会的意義を有すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
研究の学術的背景 
芸術表現はヒトに固有に見られる創造的な活動である。古来より、ヒトは絵を描くこと・踊る
こと・歌を歌うこと等を通して喜びや悲しみといった感情や情報を伝達し、共有してきた。特に
新しいアイデアを生み出す能力(Bereiter & Scardamalia, 2006)や他者と複雑なコミュニケーシ
ョンを交わしながら活動を営んでいく能力(白水・三宅・益川，2014)が求められる現代では、芸
術表現活動に注目が集まりつつあり、実際に様々な企業や美術館、学校教育において、ワークシ
ョップや表現の授業(例として 2012 年に必修化された中学校におけるダンス授業など、c.f., 文
部科学省，2008; 佐藤ら，2011)といった形で他者と活発に関わりながら芸術表現を営む活動が
取り入れられている(e.g., 懸・岡田，2009; 中野・岡田，2012)。 
このように芸術表現活動が広く社会の中に普及し、活動に取り組む意義が主張されつつある
一方で、活動者がどのように芸術表現を学んでいくのかという学びの過程・熟達過程に関する実 
証的な検討は十分になされていない。芸術表現の社会的・教育的な意義を考慮すると、学びの過 
程で重要となる要因を同定し、それらの要因を促進するデザインを組み込むことを通して、より 
有効となる社会実践・教育実践を行うことが望ましいと考えられる。 
これまで申請者は、芸術表現の 1 例として身体表現芸術(特にストリートダンス)を対象とし、 
活動に取り組む者の熟達過程について長期的なフィールドワークや実験を行い、検討を続けて
きた(e.g., 清水・岡田，2013; 清水・岡田，2015; Shimizu & Okada, 2015)。それらの研究から 
は、領域における他者との関わり合いを通した複雑で創造的な探索過程を経て、学び・熟達が進 
行することが徐々にではあるが、示唆されつつある。本研究は芸術表現、特に身体表現領域を対
象とし、他者との文化的な交流を通した学び・熟達のプロセスについて、実証的に検討を行い、
その過程で重要となる要因を同定することを目指したものである。 
 
本研究に関する国内外の研究動向 
熟達過程について多様な領域を包括的に説明した研究としては、Ericsson, Krampe, & Tesch-

Römer (1993)による deliberate practiceが挙げられる。ここでは、前もって構造化された練習
に長期間に渡って取り組むこと、教師やコーチから即時的なフィードバックをもらうことの重
要性が主張されている。一方で、最終的な到達点から逆算して目標を設定していく方法を提示し
たこの概念に対しては、領域一般性について様々な批判がなされており(e.g., Macnamara, 
Hambrick, & Oswald, 2014)、特に創造活動や芸術表現活動においては、その予測力の低さが指
摘されている(e.g., Simonton, 2014)。明確な到達点を事前に設定することが困難な芸術表現で
は、現在有している知識や技術を用いながら、周囲の社会的環境から得た刺激を積極的に利用し、
到達点や目標を自ら発見・生成していく探索的な学び・熟達の過程が見られると考えられるので
ある(清水・岡田，2011:認知科学会大会発表賞受賞; Shimizu & Okada, 2015; Simonton, 2014)。 
例えば、他者作品との深い関わりを通し今まで有していた制約が外れ、新しい観点が獲得される
ことを示した石橋・岡田(2010)が挙げられる。先行研究を踏まえ、本研究では特に他者との関わ
り合いに着目し、文化的な交流を通してどのような探索的な学び・熟達の過程が営まれていくか
を検討する。現時点では、具体的に他者とどのような交流を行うことで探索的な学びの過程がど
う変化するのか、そのメカニズムについては検討が行われておらず、その詳細を検討することは、
芸術表現における学び・熟達に寄与する要因とそれを促進するためのデザインを特定する上で
有用と考えられる。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえ、本研究では身体表現領域の 1 例としてストリートダンス領域を対象とし、他
者との文化的な交流を通した学び・熟達の詳細なメカニズムを明らかにすることを目指す。その
際、先行研究を参考に(清水・岡田，2013)、他者との文化的な交流を 1)他者の活動を観察するこ
と、2)他者と言語的な交流を行うこと、という 2つの要素に分割し、各要素を操作することで、
それらが有する探索的な学び・熟達の過程への影響を実証的に検討する。またその影響を検討す
るために、活動者の表現行為に関する表象や解釈といった内的プロセスと、実際の表現行為とし
て現れる身体運動の 2 つに着目し、心理指標と身体運動指標を用いて分析を行う。ダンス表現
や美術表現などの芸術表現では、「表現に関する認知」と「実際の表現行為・プロダクトを生成
する行為」とが複雑に絡み合いながら創作が行われることが指摘されており(清水・岡田，2012: 
認知科学会大会発表賞受賞; 野中・西崎・佐々木，2010)、これらの指標を用いることで、探索
の内容や探索を通した学びの詳細について検討することが可能となる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、上記の研究目的について 3年計画による達成を目指した。まず 1年目・2年目に
「他者の活動を観察すること」、次に 2 年目・3 年目に「他者と言語的な交流を行うこと」とい
う 2 つの要素に着目した検討を行った。また、各要素の中で「活動者の熟達レベルの組み合わ
せ」を操作し、組み合わせによる効果に関する検討も部分的に行った。結果として、表 1に示し
たように、1年目に「熟達者同士がお互いの活動を観察すること」、2年目に「熟達者と初心者・
中級者とでお互いの活動を観察すること」、3 年目に「熟達者同士で言語的な交流を行うこと」、



4 年目に「熟達者と初心者・中級者とで言語的な交流を行うこと」による学び・熟達過程への影
響を検討した。なお、実際に行われる表現活動(ダンスパフォーマンス)は、単なる身体運動では
なく、そこに各活動者が抽象的な意味づけを持たせた行為であり、分析単位等の問題から客観的
に捉えることが非常に困難である。そこで先行研究では、「領域としてある程度明確に定義され
た技術」に焦点を当て、その技術の学習過程とその技術をベースにした創作過程両方を捉えてい
くことで、探索的な学び・熟達の過程を捉えることを可能にしている(清水・岡田，2015; Shimizu 
& Okada, 2015)。本研究もこの手法を参考に、領域として定義された特定の技術の学習過程とそ
の発展的な探索過程との双方に焦点を当てることで、複雑で曖昧とされる表現活動の変化を客
観 的に捉えることを目指した。 
 
平成 28年度 
1 年目では、「熟達者同士がお互いの活動を観察すること」によって生じる影響を検討した。
具体的には、2名の熟達者が 2人で練習を繰り返し行い合っていく協働場面と、各熟達者が個人
で練習を繰り返し行っていく単独場面との 2 つの場面を取り上げ、各場面で熟達者の内的プロ
セスと身体運動に生じる変化を比較・検討した。本研究では実際の練習場面を主なデータとして
取り上げているが、これは「他者の表現行為の観察の有無」を要因とした 1要因 2水準のデザイ
ンを用いた準実験として捉えることも可能である。特に他者の表現行為の観察を行う協働条件
では、他者の表現活動自体やその意図について自分なりに理解・分解し、その内容や観点を自分
の表現活動の中に取り込むことで、より活発に表現に関する学び・熟達を展開させていくことが
予想された。なおこのデザインは、単純な運動学習課題における観察学習の研究で広く用いられ
ている実験デザイン(e.g.,Hayes, Ashford, & Bennett, 2008)を参考に作成したものである。
同時に、この複数人で交互に表現行為を行っていく形式は、「サイファー」と呼ばれ、領域にお
ける練習でも頻繁に用いられている生態学的妥当性の高いデザインでもある(OHJI, 2001)。こ
のような生態学的妥当性の高い状況を対象として用いることで、領域内で熟達者同士が現実に
行っている学び・熟達の過程を捉えることが可能となると考えられた。 
分析対象とした指標としては、身体運動に関する指標と内的プロセスに関する指標が挙げら
れる。まず身体運動の指標としては、技術自体の学習の程度を測定するものとして「回転数」の
多さ等を用いた。また、探索的な学び・熟達の過程を捉えるには、技術の学習のみの分析では不
十分である。先行研究(清水・岡田，2015)でも示されているように、他の技術とどのように組み
合わせて使ったのか、技術を派生させ、いかなる新しい技術を生成したのかといった側面の検討
が必要である。ここでは、録画されたビデオ映像の判定を行い、技術の前後との組み合わせがど
う変化したのか、また技術自体がどう変化したのか、といった点について領域における分類（カ
テゴリー）を用いた検討も行った。次に内的プロセスの指標としては、内省報告等で取得する「表
現活動後の省察」と「他者の表現活動の捉え方」とを用いた。他者との交流を通した活動者の学
びの過程を捉える上で、活動後の振り返りや他者の表現に対する観点を検討することが重要で
あることは、先行研究でも示されている(清水・岡田，2013; 清水・岡田，2015)。以上の発話内
容を仔細に検討することで、他者の表現の内容やその観点を活発に取り込みながら、新しい観点
を発見しつつ探索を行っていく過程を検討した。 
      
平成 29年度 
2 年目では、「熟達者と初心者とでお互いの活動を観察すること」による影響を検討した。フ
ィールドワーク・準実験のデザインや手続き、指標等は基本的に 1 年目のものを踏襲した。ま
た、初心者が協働活動に加わりやすい環境を構築するために、表現活動の共有を活発に行うよう
熟達者・初心者に事前に教示した上で練習に取り組んでもらった。 
 
平成 30年度 
  次に「熟達者同士で言語的な交流を行うこと」による影響の検討を行う。このフィールドワー
ク・準実験についても、身体運動に関する指標、内的プロセスに関する指標は、1年目と同様の
ものを利用した。一方で研究デザインや手続きに関しては修正を加え、「他者との言語的な交流
の有無」を要因とした 1 要因 2 水準の研究デザインを用いたフィールドワーク・準実験を行っ
た。具体的には、2人の熟達者が議論を活発に行いながら練習に繰り返し取り組んでいく場面と、
各熟達者が個人で練習を繰り返し行っていく場面の 2 つを取り上げ、各場面で熟達者の内的プ
ロセスと身体運動に生じる変化を比較・検討した。 
 
令和 1年度 
4 年目では、「熟達者と初心者で言語的な交流を行うこと」による影響を検討する。このフィ
ールドワーク・準実験のデザインや手続き、指標等については、3年目の熟達者同士の交流で使
用したものを踏襲した。 
 
４．研究成果 
まず、「熟達者同士がお互いの活動を観察すること」による影響に関しては、熟達者対象の事
前インタビューを行い、その影響を探索的に抽出した。そして、以上の知見を踏まえた熟達者複
数名を対象にしたフィールドワークと準実験による検討を行った。事前インタビューからは、熟



達者が他者の動きから模倣・触発といった複雑な影響を受けていることが推測されている。この
結果も踏まえて行ったフィールドワーク・準実験からは、相手の表現に関して一部の特徴を抽出
しつつ、他の特徴を変化させた上で自身の表現に取り入れ、魅力的な表現を生成している様子が
示唆された。一方で単独で表現を行った場面では同様の様子は観察されなかった。以上から熟達
者が表現を発展させる際に、他者の表現が促進的な機能を有していることが示唆された。 
 次に、「熟達者と初心者または中級者がお互いの活動を観察すること」による影響に関しては、
熟達者と初心者・中級者を対象にしたフィールドワークとフィールド場面における準実験を実
施した。両検討からは、初心者・中級者が熟達者の表現の一部を模倣する様子に加え、模倣した
表現を各自の観点から探索的に発展させる様子、熟達者も初心者・中級者の表現における一部の
観点に着目し、それを自身の表現として発展させながら取り入れる様子が示唆されている。ここ
では初心者の学びが熟達者の表現により促されていることに加え、熟達者の表現の探索が初心
者・中級者の表現によって促進されていた点が興味深いと考えられた。 
次に、「熟達者同士が言語的な交流を行うこと」による影響に関しては、熟達者を対象にした
フィールドワークと準実験を実施した。両検討からは、2名の熟達者が同一の表現に関して異な
った観点を有しており、その言語による共有を通して新しい観点を獲得すること、その観点を利
用して新たな表現を探索的に生成する様子が示唆された。 
 最後に、「熟達者と初心者または中級者が言語的な交流を行うこと」による影響に関しては、
熟達者と初心者または中級者複数名を対象にしたフィールドワークとフィールド場面における
準実験を実施した。本検討からは、両者が領域の知識・技術に関して明確な差異を有すること、
その差異や差異による解釈差を共有することで、初心者の学びが促されるとともに、熟達者の表
現の探索が促進される様子が示唆されている。なお、以上の全体の知見に関しては、現在全体を
取りまとめ関連雑誌への論文執筆・投稿を進めている。 
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